
令和 5年度「人権教育研究指定校事業」事業実施報告書 

委託先（ 広島県 ） 

１．調査研究のテーマ、概要 

調査研究のテーマ 人権が尊重される授業づくり 

○調査研究のテーマを設定した目的 

自他を大切にし，集団や社会に貢献できる児童生徒の育成 

○調査研究の概要 

広島市立阿戸小中一貫教育校（以下「阿戸小中一貫教育校」という。）の児童生徒は自

然豊かな環境の中で，地域の人に見守られ，穏やかにのびやかに育っている。多くの児童

生徒は隣接する認定子ども園から阿戸小中一貫教育校へ入学しており，0 歳から 15 歳ま

での子どもを育てる環境に恵まれている地域である。しかし，児童生徒数が減少の一途

をたどっているため，学校，地域，家庭が連携し，ふるさとを愛し，ふるさとに貢献でき

る児童生徒の育成に取り組んでいる。 

令和４年度全国学力・学習状況調査や広島県児童生徒学習意識等調査の生徒質問紙で

は，「地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがありますか」に肯定的に答

えた中学３年生は 75％（広島県 42.3％），小学６年生は 72.2％（広島県 55.8％）と高く，

地域に愛着を感じ，地域に貢献したいという気持ちがはぐくまれていると考えられる。

しかし，「学校は楽しい」に肯定的に答えた中学３年生は 68.8％（広島県 83％），中学２

年生 50％（広島県 86.6％），小学６年生 88.9％（広島県 84.5％），小学５年生 78.2％（広

島県 88.2％）であったこと，「自分には良いところがある」に肯定的に答えた中学３年は

68.8％（広島県 82.8％），中学２年生 42.9％（広島県 75.6％），小学６年生 88.9％（広島

県 79.9％）小学５年生 78.5％（広島県 78.9％）という結果だった。学校生活の満足度や

自己肯定感について，広島県の結果と比較すると，阿戸小中一貫教育では小学校，中学校

間で大きな差があることが顕著である。 

この問題点を克服するためには，自分の大切さを児童生徒自身に認めさせていくこと

が課題であると考えている。そのためには，学校が，安心して過ごせる場であり，一人一

人の良さや可能性を発揮できる学習活動の場，互いの良さや可能性を認め合える仲間づ

くりができる場であることが重要であり，それが自他を大切にし，自分の可能性を信じ

て集団や社会に貢献できる児童生徒を育成することにつながると考える。 

また，若手教員や経験が浅い教員が増える中，教員の資質・能力の向上も課題と考え

る。令和 4 年度には広島市の「特色ある教育実践校（人権教育）」の指定校となり，特別

の教科 道徳の授業改善を中心に人権教育を推進してきた。人権教育について研究・修

養していく中で，教職員の人権教育に対する理解や意識も高まってきた。 

人権教育を土台とした授業改善を引き続き行い，児童生徒が自他を大切にし，集団や



社会に貢献できるようになるための実践に重点を置きたい。そうした実践により自他と

もに認め合える人権意識がどう高まっていくのかを検証したいと考え，上記調査研究の

テーマとした。 

 

  



２．基本情報 

研究指定校の概要 

○学校名 

広島市立阿戸小中一貫教育校 

（広島市立阿戸小学校，広島市立阿戸中学校） 

○これまでの研究指定等の状況 

平成２６～２７年度 学校人権教育推進事業（広島市） 

令和３年度 広島市人権教育推進校（広島市） 

令和４年度 特色ある教育実践研究校 人権教育（広島市） 

○学級数 

１２学級 

小学校 ８学級（うち特別支援学級：２学級） 

中学校 ４学級（うち特別支援学級：１学級） 

○児童生徒数（R.5.1.31） 

全児童生徒数：121 名 

○URL 

http://cms.edu.city.hiroshima.jp/weblog/index.php?id=e1002  

○指定理由 

広島市立阿戸小中一貫教育校は，令和３年度から本市の人権教育推進校に指定されて

いる。令和４年度は，授業を中心に「人間関係づくり」，「学習活動づくり」，「環境づく

り」を行い，安全・安心な風土の醸成を日々の教育活動において意識し，人権尊重の視

点に立った学校づくりに取り組んでいる。しかしながら，小学校，中学校間で自己肯定

感に大きな差があることが顕著であるため，引き続き，小中一貫教育校として授業改善

を行いながら系統的に人権教育に取り組みたい，という希望がある。研究校として指定

することで，成果や課題が他校へも普及され，人権教育の更なる推進が期待できる。以

上の理由から広島市立阿戸小中一貫教育校を人権教育研究指定校に指定したい。 

 

  



○ ╡ ╪∞ ⌐≈™≡ 

該当するものに○印、最も主要な人権課題１つに◎印を付与  

 

①子供 ◎ 

②女性  

③高齢者 〇 

④障害者  

⑤同和問題  

⑥アイヌの人々  

⑦外国人  

➇-１HIV 感染者等  

➇-２ハンセン病患者等  

⑨刑を終えて出所した人  

⑩犯罪被害者等  

⑪インターネットによる人権侵害  

⑫北朝鮮当局による拉致問題等  

⑬性的指向、性自認  

⑭その他（    ）  

  
 

 

  



3．調査研究の内容等 

○調査研究の内容 

 阿戸小中一貫教育校の児童生徒の実態を鑑み，道徳科おいて，内容項目「Ａ 主とし

て自分自身に関すること」（向上心，個性の尊重，希望と勇気，克己と強い意志），「Ｃ 

主として集団や社会とのかかわりに関すること」（より良い学校生活，集団生活の充

実）に重点を置き，小中学校の９年間で系統的に指導することにより，児童生徒の自己

肯定感（自己効力感）をはぐくむ。また，各教科及び総合的な学習の時間（小中一貫教

育校独自教科「ふるさと未来科」）で地域に関する体験的・探究的な学びを深める。 

 人権に関するアンケートや ASSESSの実施により，児童生徒の変容を分析することで

改善点を把握したり，教職員の資質・能力向上のためにコーチングの研修を行ったりす

ることにより，人権が尊重できる学習環境を整えていく。また，小中一貫教育校，人権

教育推進校等の視察により，教員の見識を深めることで，本調査研究に活かしていく。 

 広島市教育委員会としては，指導主事が月１回程度，研究指定校を訪問し，事業推進

に関する指導を行う。また，校内授業研究会での指導，助言や公開授業研究会に向けて

の助言，援助を行い，公開授業研究会で取り組みを発表し，１年間の成果を他校へ普及

できるよう援助する。 
 

○実施方法 

① 道徳科の授業を通して，自己を見つめ，物事を広い視野から多面的・多角的に考え，

人間としての生き方について考えを深めていくよう，小中一貫教育校として授業改善の

取組を行う。特に内容項目「Ａ 主として自分自身に関すること」（向上心，個性の尊重，

希望と勇気，克己と強い意志），「Ｃ 主として集団や社会とのかかわりに関すること」

（より良い学校生活，集団生活の充実）に重点を置く。自己を認識し，自分の可能性を信

じて人生を切り拓いていける素地を培うことが期待できる。 

 小中学校の９年間で系統的に指導することにより，児童生徒の自己肯定感を育み，自

分の身近な人の違いを認め，互いを尊重し合う心を育てるために，授業スタンダードの

作成（交流する場面の設定，児童生徒の考えを深める・つなぐ発問の工夫），道徳授業に

使用する教具の活用，教材理解のための板書の工夫を行った。 

② 各教科，総合的な学習の時間（小中一貫教育校独自教科「ふるさと未来科」）での体

験的・探究的な学びを推進する。地域の方々から地域について教わったことを基に，地域

のために何ができるかを考える。また，生徒会活動，児童会活動，ボランティア活動及び

地域の方々との触れ合いを通して，人権感覚を養い，自己有用感をはぐくむことが期待

できる。 

 中学校の総合的な学習の時間で，介護老人福祉施設を訪問し，地域の状況や取組内容

を知り，高齢者に対する尊敬や感謝の心を育てるとともに,高齢者の生活や考え方，介護



の問題について考えたり，高齢者との交流の中で地域のことを聞き，地域のために何が

できるか考えたりする取組を行った。 

③ 教職員を対象としたコーチング等の研修を行うことで，児童生徒理解を深め，児童

生徒とよりよい人間関係を築くことが期待できる。 

④ 児童生徒の人権感覚を高めるため，小中学校全体で環境美化，掲示物づくりに取り

組む。また，読書活動の充実を図り，児童生徒の人権感覚の素地を養い，学校が児童生徒

にとって安全・安心な場所になることが期待できる。 

 

  



4．検証・評価・改善・普及 

〇 道徳科授業スタンダードの作成 

・ 授業の流れを示すことで，教員の道徳科授業への苦手意識の軽減を図ることがで

きた。 

・ 考えを交流する場面を設定することで，他者の考えを認めたり，自分の考えや気

持ちを大切にし、より良い考えを出そうとしたりして，自他共に大切にする児童生徒

が増えた。 

・ 考えを深めるための発問，考えをつなぐための発問をするために，発話例を整理

し，教員がいつでも見返して使えるようにしたことで, 教員が道徳科の授業のねらい

や意義について見識を深めた。そのことにより，児童生徒が自分の考えを大切にし, 仲

間の考えを受け入れたり, 仲間の意見から学ぼうとしたりする態度が身に付いた。 

〇 道徳授業に使用する教具の活用 

・ 心情円盤，ホワイトボード，赤青カード等の意思表示のツールを積極的に活用す

ることで，発言しにくい児童生徒が意思表示できるようになった。 

〇 教材理解のための板書の工夫 

① 場面絵の効果的な活用 

② 教材に出てくるものを可視化 

③ 意見をすべて板書するのではなく，キーワードで整理 

④ チョークの色，記号の効果的な活用 

⑤ 教材内容に応じた多様な板書方法（右から・左から・下から・中心から・対比・平

行） 

⑥ 授業前後の考えの変容が分かる工夫 

⑦ 振り返り時に役立つ工夫 

 教師が①～⑦の様々な工夫を行うことで, 児童生徒が教材の内容について理解を

深め, 活発な意見交流につながった。 

〇  児童生徒会活動の充実 

・ 正面玄関に「にっこりポスト」を設置し，友達の良いところを見つけたら投稿し，

それを給食放送で紹介する取組を行ったことで, 児童生徒の自己肯定感が高まり, 他

者理解につながった。 

・ 全校一斉掃除，集会，あいさつ週間において異学年交流や縦割り交流をしたこと

で，低学年は高学年から人との接し方や方法を学び，高学年は下級生から頼られるこ

とで自己存在感を高める機会となった。 

・ 行事等で仲間の頑張りを認め，思いを伝えあったり，協力したりする場面を設定

したことで，児童生徒の自己肯定感が高まり, 他者理解につながった。 

・ 行事の提案書に人権的なポイントとなる場面を明記して提案するようにしたこと



で, 児童生徒の人権意識が高まった。 

〇  教職員への研修 

・ 年３回の全体研究授業に加え，公開研究授業，ブロックごとの研究授業を行った。

互いの授業を見合うことで，「主題」の大切さや発問，板書の重要性を実感し，道徳科

の授業に対する理解が深まった。 

・ コーチング研修を行い，児童生徒への声掛けの仕方や，関わり方を学んだことで，

教員が児童生徒へ肯定的な声かけや励ましを意識的に行うようになった。 

・ 「支持的風土」の作り方について教員相互で考え，教職員の支持的風土を高めるこ

とで，児童生徒へのよいロールモデルとなった。 

・ 他校に積極的に視察に行き，自校の取組を見直し，改善するきっかけとなった。 

 

アンケート結果 

％は肯定率 

項目（教師） ４月 ７月 １０月 １月 

授業等で児童生徒が相互に協力する場面を設

定した 
８３％ １００％ ９６％ ８８％ 

児童生徒が相互に良さを認め合い，伝え合う

場面を授業等で設定した 
１６％ １４％ ３２％ １８％ 

児童生徒が分からないことを解決に向けて話

し合う場面を設定した 
８０％ ７１％ ９２％ ８２％ 

 

項目（児童生徒） ４月 ７月 １０月 １月 

仲間と協力することができます ９６％ ９５％ ９５％ ９６％ 

仲間の良いところを見つけて伝えることがで

きます 
８３％ ８２％ ８７％ ８８％ 

分からないところがあったら解決に向けて仲

間と一緒に取り組むことができます 
８０％ ８８％ ９４％ ８８％ 

 

アンケート結果より，人権を尊重したいと思うと回答した児童生徒は多くなっている。

しかし，児童生徒間のトラブルが無くなっているわけではないため，自身のことを大切

にすることと同様に，他者のことも大切にしたいという思いがさらに育まれるよう今後

も取り組んでいく。そのために，実生活に生かせる道徳の授業を展開できるようにした

り，行事の提案書類に道徳の関連項目を掲載したりして，道徳科の授業を生かした人権

教育を推進する。 



 

項目（児童生徒） ５月 ７月 １０月 １月 

自分の気持ちを大切にしようと思います ９４％ ９３％ ９４％ ９３％ 

仲間が困っていたら助けようと思います ９８％ ８８％ ９７％ ９６％ 

人権を尊重したいと思います ９４％ ９３％ ９８％ ９８％ 

  



５．人権教育に係る年間指導計画 

 

  



  



  



 

  



  



  



 

  



  



 

  



６．推進体制（都道府県・指定都市教育委員会を含む 

 

 

  



○関連資料 

 



 





 

 



 

 









 

 

 


